
瑞岳権を二協話孟話回
202399 No l 13

師 :と 0拘 争 “

'釣 ,OM

,く 姉 3とⅢ引,103

コ 7F a x  Oコ O S , 2 0 3 4

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ● | ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● 1014(■ ) 逮 逮9条 の会つくば 18用 年記念の集い く務会)配 含議演 ●

蜘 攻 撃 は 日 米
一

体 化 ～開 頂 倍増は国民剣 虻 ～』
半日 滋 さん

を。i。年lⅢHり ■ lⅢ よりとなる機
/・の聞'IてⅢ■ ,,ナ 料のこの'H "イ算の動さ6大 まく

々わ,ま した

2022年2,jのロシアこ■るウクライすへの年巧it2玖 令 汚をめくる米Ⅲの緊張Ft係 そ んな

状洸を
'f」

"fし て  イ 【政 llよ「防怖Jの 名のもとに 「“〔H■力!の Jr大 甑 化をなめⅢⅢ構

わすflしとめようとしていまi Flillの危機とをjlっていま,1

■H遊 さん (lj的ジヤーナリスト)II こ うした‖町rt ttIPて竹mな /J41と論チ|てはえて

い1す  IAド tX Ⅲ Ⅲさんの誇ち 「対X促尿によって」な化わヽ Lとお口,1,LF(「 遭il↑碑 ,J

2Ⅲ2ⅢⅢ 23=!「 村田もrは宝の モ〕を迎えてJの 1,k!Ⅲ )力 ,立 杵したちのでi

今■の議演にも ぜ ひ多くの方がごな加くださ|, anllの ,ラ ンな“)

政府は反感雄方 (敵と畑攻感隆力)で 対抗するというOF 及患すれ,F相手11いつそう攻事をなあ 残 演向被キを受け

ち=と を比十iLと いれば4■ ない 付irを引‖itき る0)11 1末 のFⅢ 方力ⅢⅢ楓Fjに俺位であるHJ合に険ⅢⅢら
■‖llや北朝鮮お敦 めてきた,ど うするJ tiう 人がいな 々 んな 「あるあるィ1lII Jの頭 |は ‖ 本敗lrtかもしれな↓、

中rF十のWⅢ 力強化は ド Ⅲlの権祐をJr大して 米 向にtlfL十ち夕極的担|‖をhW空することに加てい力iある ■ 人の|‖こ

すまない央関諾出をあくり拭力枝攻すなり ま 中 国の 1を卜に'芭わな,■

北朝針力t核 ミ サイル‖‖たを進あるのは イ ラクゃリビアの1う に末ⅢかⅢ" 方 的なk球 に つヽて孜肝":帆脱十ろ

■はそ逮 するためてあり ■ 「コとヤ品するための付flt tある 女 係市付1(■時)や 辞Ⅲヤ付か 「客14“て古し台

うJと 呼よかけて`撫 ttされるのは Hlヽなど駅中にⅢⅢⅢⅢた

すると 敵 荘地攻撃能力いれのためにヽつのだろうか

結治からいえば (1に ,LliEするため と ちえられる  本 力t破立Fl家てあ4以 L ttHの 性“,に加わるか“ヽかは丁

に刊出できるいずだう(安 tt政柱下の1■■1'3 日 本ultゆ″中で 「H米 助術協力のたわの柿,J(ガ イドライン)を

改定して 向 怖林のXlて のヽ協力を地球姓単に拡大した そ の中々をよイ常にrFとし込んだの,(安 全保印円迎よであ

る 対 米忙ばを永久化したのだか, XHり ll力姿荷を1斬Ⅲろにすがない

X対 は 「 田の産業紺 l(■再の‖t‖ の ■専体を″北側せ した|, と″令換肝 (太■洋に■イ 亡浜勢力を大itな

い)の 町1カ , 11l t lろ台湾統 を n‖モしたぃとちぇていち 'タ ライⅢⅢt旅浜しないのは そ の両方"ⅢJHが

ない"う である

IⅢH炊柱は 「散基地F4軍催方の保有Jを 法"た  攻 球能力を持てば和子

がひるんで日本は安介になるという力t ⅢⅢHよ■中的に分る山術際め攻

撃をはFtろだろう力 =た  Ⅲt界脱軸の米1〔てまえ避けた↓Ⅲ卜llttiへ

の攻事に描み切り 無 伯て流とにすがな立、 地中的な■1卜F夕である

いな【l k中 断喫を,妃 する方法をイえな1,1■lfたちた ■ヽ ヽ同とⅢ

国 て 11イ1■の同速を100 満ヽたさせるのは内嬢だ わ あの政セを芝あ

■ 1lHに よる 方 nけを,F合も認めない 米 "は必要以 Lに台湾に校

近せⅢ Ⅲ 同をこれ以 にⅢ,激しない こ うした要協■を探る外友努力

こそ 今 の日本によゆうれている

r攻められたらどうするJと いう
“
あるある詐敷

"に
ほされない

「旅サ【地攻嘩能力の快イilで  「米"ての Ⅲ(1と して仕ヤつようになる



9条つ視点から・・・ 『9N:NE‐ 憲法9条は訴える!』

きんのみjrご存命です力1 在 りしHの 理をほどながち

201S年 の発言を再現してみました。とた今回このDAIDが

'メ イタされた背授についても問小に述べまi

】・ 功 約 奇 08rlbHけ 人9Aoメ ッセージ 働

O井 上ひとしさん

忠法は私たち主相者が 時 の政府や48カに対して命令

するもの。その中心となるのあ鳴
内容iヤヽ り不犠祭的に出来し ア メサ方の押しつけですユ

ない。世界中の人々の歩みの若品。

O三 木睡子=ん

今の日本の神制を決めているのは韓争を知らない世代ぱ

おり 戦 争の怖きを広く管に分かつてもらわなけれ14

0奥 平康弘さん

憲法 r改正J問 題にlt慨後日本の様々な取治的な問題
がすべて話まっている。張 を積は的にアビールして世

界の人々に伝えていく必要がある。

O権 原猛さん

我々のような戦中派から見ると大変絶ない。また日本
は軍事国素になるので14ないか。私は仏激能なので
「不級生Jの あと理想を掲げる=法 1となくしてはなう

ない。

O大 江■=郎 =ん

0条の r話求するJと いう言葉は耳慣れないものだが

同じ意味の 「盟む お 盟するJ尊 ではなくなどこの言
鑑を使ったのかを考える必要がある。当時国内外に1=

おびただしい死者たちが )ヽた。新しい日本の平和を強

く田み、身近な死者たちの配億t押 し出きれるように

作られたのお噴 体や桜育基本法である。
O加 藤属―さん

「禁団的自衛ねJの 1集田Jは 譲を指すのか?日米軍専
同盟と同授。現在日本には激兵側はない,1 集 団的自

衛犠の相手お1棟家を行えば日本もそれにはうことにと
る.軍 事体樹お戦 くなれば政治に影口」破 ど、筆宙産

衆」強 力になる.外 交的な題沢蔵jtRよ り 日 腰的に

孤立してしまう。過去の優鳴のR8を 持つアジア諸国おヽ

雅 くリメイク〕

8月 6日 (日)午 後2時 か

ら 天 久保′(―クスタジオ

(上 配の上峡会を田暖し

ました。当日は原水禁大会

関係つ典 ま りtjあ り

DVD置 貨会の参加は少敗

で した,本 作は19年 88の

2005守 t作 成されたDVD

ですめ1 よ うで現在の軍事

園宗化を予宮しているよう

な内寄【宮どま汽
1燎 の会J発 足の呼びか

け人に 各 界の知性と言わ

れた0人.B4在は澤地久枝

DVDを 自る会

らも恐怖を持たれる。9条をし,か り守とこと,: 友 好

を保つ唯一の方島

08見 俊電さん

体験悔政治=い として、B奈 政治宗には1∞年先、200

年先のことを考えている人はいない。た,た 00年前の

15年職争の記憶できえ今の国会の通盛とはなっていな
い 津 密したと日いつつ 再 び戦争に入ろうとしている

税治家たとを ゆ 々はどう見るのかという間虹

O河 地久技さん

武力攻率を葦していると法t諸 けをjlって 粛 力を持つ

ことにNtl!と すおう 我 々の力は観いから発信し塩け

なくて,まならない。はっていたら☆慮したことにされて

しまう ア メリカの忠犬ボチにはならない。自信をやつ

て明るく'1をかけ0条を守り広げていきましよう。

OJヽ 日実さん

子どもの時 慨 ■を知,た  大 慎六空軍り4F中写真を

今も部屋に置いている。この字互の下は地誤だった。

自分もそこ(い た。現在のイラクでも同じこと,増 営

ている。アメリカという世界最大のR力 tB宗できえ6

磯争によつて関処は解決できない。民主主義と自由が

あるだけではだめで そ こに 「平和と磯Jう珈 わらな

けれ,A結 局民主花後t.自由も段争の日実となる。重

法蜂 は今で3イu で はなく「今こそJ tt Lr罪 はそれ

を必要としている。

2.新 き くリメイク)DVDF販 の背R
18年前 (2005年5月)に このllVDをPl仲した映像会社

イメージ サ テライトの代表でブ,デ ェーサーの中宙東

掲人氏は 大 学碑代り友人で■ 』田金は宮の2023年 4

"28宮 り記事によると 中 お氏お1今年3月、映西 r摂

的Jの 上映会後 こ のDVDを 週刊金軍日籍行人の強村&

氏に渡したところ 内 容の重要性と今日化を指摘され

改めて歴史的にも重要な意味を持つDVじであることを再

解験したとのことでi大 江健三郎さんの3卜報力境 れた

直後であリ ー 方の岸日R権 り下では '反喜能力J(餃

基亀先親攻暮力)の 保有や軍事予算のは糟などの軍事口

承化"鳴 速に出められる中【 本DVDお り くの人たちに

潮密されるよう 上 映植付で再艇することを決意したそ

うで汽

今回の記事では呼trかけ人の発言を取 り上げました

が 冒 頭と最後には松本ヒ,さ んの0無ヽ関するユニータ

な′ヽフォーマンスがあり 根 岸手表さん圏茂の絵本 1域

44のつくりかたJの リアルな内昏は 子 どもや孫とぜひ

捜んでみたいと日あれるものでチ

中橋氏から憲法味 の会つくばに日皇されたIllIで丸

再度上映の機会を持tjたいと考えています"` カ レープ

や個人に費出しもでどますので 地 域の小集会をどでも

Ij8してIRけこと申いで■

く麓穏妙子〉



私はすっと平和がいい 。 ......● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

この祭項てⅢ  「公■り名ll l  というま言= 0本

政府が人結布JRの 根拠 とすることについて 国 連の

36権 規わ姿草全わら石二動 _Lを受 ,ていここと

も t記 =ヤヽ てヽまi

いの麻史1カ ら成っていまi各 すに よ テ ーマにII

して訳者に14註 lFやコラムも織 り込`れ ます

を豪て 日 本□憲法 后t文が こ う表現されまi

私は決めた    /よ うがっても政/1の′テないて

′二ほと戦争 を/Sさ 起こどないようにすることを決

りた

IIl,■は/イ ンタイとカズルとカウンとか/そ うし

う慎印をしようとす3ヤ)のは/官 'た ろうとを令たち

うと:召効たろうと′―切ぜったぃ5'さ■ヽおら

私 よ/す ,と 平和がいい ン このアで生=て 、 くた

ちり/人 間 と人F.9の′つなが ゆの上さを三え3ン とて

もとても大手■理想を/深 く心に持 ヮておく!

白井さんは 何 Lも Bl唱した憲法 nt丈 を 「理想

のような文言が 0な る19想:結として33られるのては

ない 戦 争を経験 し こ うした北合を作 つたいとtう

先人の実gを 十 った 章 が 改 めて輝、て見えた |

と逮 りま立   (研 0弥 Pa1 2023 7 5, 夕itェウ)

ワ条の2頓は こ んなように言り言窯マ伝えられま汽

“あられた|と うする な んて力立をぬ らすい(

/十 セーっJ(ミ サイフレをす ち合え r/ど っちのロ

も た たし、お よ4ヽ だけ /子 れ を行う0は  ヽ 83

■の

私の日に 付 リロ と交載する樽利おあるアrまれて/

とんでもないこと も うま,び 与

以 卜 い くつかのあ訳を抜枠 します

■1ま /個 人 としても重される /う なた!よ /個

人 として0王 される ′ この□の証 ↓が一人一人 /

桐人 として尊重されヽ /政 府の言うことには緊?て

代たと力 /お □のため 〔 自 由も 財 たも 命 すち

も投 チヒセ とよ /廻 々の人間を踏み!tしってまた過

2tの/1tち =(,遅 さないため t

(日本国憲法 13会 )

『日本の憲法 最初の話』～はじめての憲法詩訳～

詩人の6丼 明大 (あけび

ろ)さ んⅢ O本 曰憲法や

分勧基準法 などの 「詩訳J

【t取 り招んでいまi

本きは  1■ のうなたの

自由 と人tの 志Jの 主(

B末 □憲法や人権 に関わる

条約 半け決 などの文章 =

対訳め形 で:うに表 し わ か

,や す (イエたます 他 の童

ュ 19本 と世界の約京の

話J「 せ舛のを法 私 の自

どネ とい う/次 のせ代 の人 が/位 や力に 文 イヒ的

t 6tで `生 どたい■うに生 どられるように/貫 宮り

差が 教 育りをにならないよう![/m連 って も戦前や

戦,中 みたヽな/堆 力に都合のヽい敬 汚を押 し付 けな

ヽようにン とい う願い とと0( こ こに刻んでお (

(日本C言 法 26会 )

なJの 半J決女ては 大 飯 (おおい)掠 坑3 4号 機運

nrと し止 め市求についての福井lJ城 り|サ決=い 滝 L

(204521 蜘 口穴明 筑 十J長)方 tキになってし ま

す

と拡にをぃてあ3/娃 斉Jと結刊 =1とヽ れ ま /電 気

をすネ出す経済おbり 魯む!ゆ /命 |こ岡わる人を桁の

lR派的な権コJのユラか( 人事

■この塩リコウムでは 攻 t79■う [逆へぢれまi

「強い方 =|うつ者や参致派の,1て11なく 去 ての

ものを根拠にしてこそ 少 歎より人権は守られる

ので1まないて しょうあ 仮 にせ を考 えてみ ■

と  _張 t者 や 言 じる者や 夕 歓派の声の

1こうが優先 |れ る世の中Ft tって 補 力 |↓のを

=わ せて"ど 眺チな政治をした, 需 裕店だけ特

〕級ヽしてどんどん格差を広 すたり 口 全害ユをHI

すに技行浜決 |(つ 遅 した 0し たちどうなるて

しょう 少 “よの人権 =す 3社 会 というのは 公

十て子程 4■ 令であつ 記 もあ(Amら tく 生 さや

すぃ社会うことなんです J

「ポンタムと |(正 式名祢は 十日本□ヽり降伏撃

末の憲な宣言1)も  手 の言葉になります

0本 のBに /退 択のいがメた /ヒ うてヽまと6

し,な いブランで/大 3ネ 呑日を滋●とし)産 っ縁 ま

で転落させた /3分 勝手な軍□it■の指導者たちに

/こ れからも支む1され塩 1)●力 /(れ とも ン 理性

ある道を_f↓リカ、

1おわ りにJて  臼 千さんはをヽます に よ =玄

たヽど, 政 おをテたるのよ先です |

'こ そ 「選択の0すJに 私たちま立っていま,

(後藤)

Ⅲ f8ホ の憲法 鼠 初の話J 8井 明大 G訳 と文)

202343月 290 初 版発行
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ウクライナ ′ レ`スチナ ミ ャンマー   戦 火のⅢを■

まる子どもたちの要を TSSが 取14 そ れ ま 781int

の日本の子どもたちの空と重なら

① ロシアは 目 回の子ども、ウクライナの子どもたちに

チ 何をしているか

,ン アでは  「 戦争Jを 正当化すなえめの
Ⅲ
ポ対敦付

・

が行われている。子どもたちに1て‖臓を潜せ オ tチ ャ

の戦車,こ乗せ 国 娯には融を督わせる

そして 15～ 17歳の少年たちを受休みに英めて 1迪

関の
“
戦閲訂練

'を
施している こ こでも rl立 イ`FJ(

日歌を数わせて
“
墜国心

"を
価えつける こ の前榔 よ

や)iて義務化されるという

ウクライナから 2万 人の子ど`が 連すi去られてい

る ロ シア ま「親から同意を縛て 騨 設 したJと H:単

化する し か し 「 いつ布れるの 2」 と,Hう子ども

に  「おたちの街がロン7に なるまで,と Frえる r

どもたちrょⅢpかれ ,シ アロ家を欧わされ ,ン タ人

として
“
再数百

‐
される

そして 強 61的に
“
養子Ⅲこさl■る,― ス`少 な くを

い  晩 児院に行 くかJと :択を迫うtiて… 'ン ア

ヒ  「青児飲真されたのを数ったJと 人遍的″鳩をロ

Rす る。

銀と故コか5引 きとし、民族のアイデンティティー言

え子おうとする。

さらに ,シ アの人口減少の楠填をし 将 来の,シ ア

車に人れることも意日 しているときitる 女 の■は竹

的虐待を受 テたり ,シ ア人の安にされることもあろ

とo)う

② ′〔レステナ自力区で電きていること

中東イスラエルの隣のフヽレスチナ ガ ヤ施tイ、の幽寧

で技された将後のはFの '3成の少+が としr」雀は ヽ

NSで 拡険き,1 愛 同の象餃ときよる。彼は 数 r「人

の少年たちが会加する較阻〕練に身を世じ イ スラエ

ルヘの故対心を騒ユ立てる
「われわれのIr機は続 くJ― ― Fど もたらよ「命を始

ててでも峨うJと 誓う

③ 1946年  殺 争末用の r特政麟員Jだ oた ,6虫の少年

人間爆郵 「桜花Jは  性 田機で能艦近 くまで迎十r“

切 ,離 されてグライダーのように脅奇して 敵 ほに変ゥ

込もうとした 有 座月のIH輸はない し かし い,2H

の第1回作戦 よ 全 滋,こ終わった

生ま残つた段花格深賞の04威のを人のインタビュー

「家族を守るためだつたJ「 般4だ からfr方がなか,

たJ

人間魚富の乗趣員だった老人も 仮 け返つてiiう
「よくもあんな浅はかなことをしたもんだ“ 「人Wuの

命を大事にするへきだった」
1945年の日本と 2023年 の方ザが共通していること
“
子どもたちが選択肢を害われている

"

“
大人が子どもたちの心に引り込みをしている

Ⅲ

④ 2023年 のミャンマーと 1945年 の沖H
“
子どもたち同士が段し合つている

"

ミャン,-1(t敵 対する反政府勢力に 少 年たちも加

わって兵■となっている 2021年 の軍事クーデターに

ttiはする人々を取れ軍″i郡Fし たことに反発して 反

政府'Hにぶ即 した夕年も多い

方 政 府町もまうに多くの少年たちを兵■に餃用し

ている 16捜 の少年は 採 賃乗|〔をしただけで 速 網

されるか政府郎に人ろか と LIられたという し か

し 人 解して寛たものは 国 民を博社する政rl軍の委

だつた 役 は 康 走した

7■l nlの出1コじにも ロ カ切 員した多くの少年がいた

ケ十タリウ招陳 (「津郷lfサ)に は千人もの少年兵が

いて そ の6大に1人は戦死した 1緩 輝捧Jの 数には
「死ぬ所を求めて 死 ぬ所を碍たJと いう欧信5があ

る 仕 ちにジャングルでの決死のタリラ戦を教えたの

と Fa,Ⅲ Ⅲ 野↑確の将ほたちだつた 「 10人縦した

ちえんでい 」ヽ とRわ れ そ れに躍問を持つをよ「国

は」だった

ヽ1次破を述ちせるための沖縄職は 4郊 戦だった

噴 輌球サの少1をは ジ iン グルで米年の夕年長の死

体を支て と しいとをつたと言う

0現 代のウクライナと、1945年 の広島
・
子どもたちは、おまで■つけられている

・

長く焼くHR火のⅢで 報 を矢つた子どもたちも多致い

る

キーウのキャンブ地に来た子どもの7倒がそ うだ マ ウ

リ1りはいの9削め環 強されていた キ ャンタて行わ1■

ろ'― 卜 tラ ぜ―で よ 描 いた緒に子どtJたちのは

のはが資4卜ち
Ⅲ
 ra校の‖

"(H取
を41絞.‐れた 3歳の少年は 寂 母に

,S取 ら!卜 」uLを舟いている 「■7と パ′`に何が

起と,た のか rf来は後で■った J叔 母によると

彼は旅意強に攻撃的な行動を取るようになつたとい

う 1批 に 出 女の念を服ちこともある

広れて↓捜の時 爆 心地から,00メー トルの場所で散線

したⅢi成の男性は 今 でもあの時の起億が廷るとい

う そ して 父 株声がⅢlち  「 お村ちゃん 既 iチ

て一J

けどなけは 1ケ)jttt】て爆aFで亡くなった 幼 (して生

どIHったことに '卜思思 自 貫の念を持っている_
「助けてJは 「,F4してJの 意1味だと考えち 桜 繰した

ll料は 用 分を村負って歩=批 け に から壌死して亡

くなつたと門いた

Ⅲ            Ⅲ             Ⅲ

需樽1は 1,つの 代ヽの日本と世井の戦争の事実そ 交

‖ヤさせながちとえる 人 間は な ぜ同じことを採り返

すのだろうか

,ど したちにとって 「戦争Jは あってはならないも
のである



大江侵三郎 'ヒ ロンマ タ ートコ 碗●会 (全4回 )を ltえて

理和専な原爆の 《被爆者》の同意としての 「人間の生き方J
今年3月にとくを,た大江建三観されを博み モ リ平和へのtB念と行nを 模承すへく と ま0案の会

つくしては 'ヒ 0シ マ ノ ートJ(皆 波輌■/1965年 )を 臨む拿を構しました ア ロ0-夕  |～ Vli

ヨ エ ピロークから蔵る全文を 4か 4(a) 073(=〉  776(本 ) 373(火 )り 4回に分けて 会
の共同代表である石上像とどんを,ュ ーターとして 按 名であみ連めました (以下 原 文のヨ用には

茨字や句点の衰記に若千り奏愛があります )

◆ 10C3年8月の第 9同 原水tA業上世界大会のルポのため

に大江が広島1こ旅をしたのは 外 一
子であるよ明"i奴

部にrlがいを持って生まれて問もなくのことでした

この大会は 政 治的 党 〕R的な対立の下 大 きな世

古tの中で開かれたものでした 人 江|と そ うした
Ⅲ
政治

i義
"を

批判しつつ 広 内で出会った人々との交わりか

ら 死 者たちと被緩杵たちの
・
当JFイ性

Ⅲ
Ⅲこついて深 く

考えていきま曳 かれ●9は  「】〔忠の蔽律さを は ,tの

現栄を 正 nか ら受け止め 絶 まし過ぎ女 布記を持ち

過ぎることな く Ⅲ l伏しないで 人 関の威磁をFTつて

最悪の状況に立ち向かうJ人 たちで した 大 ,にはかlt

らを r44に広町的な人たち」と呼びま■

●混乱 した大会は 宮 本Ir水協から広Iも拡モ水路にす本て

の道普が移行 され ます。 ■の代資州Ji 奈 沌市P"R

(白うも被な十である老哲学括)は  こ うlr・ります

「核職手を防ぐことより 核 疾縁を持つことrlftをみ

んとが吉すことは 打 ならんことです 按 IA“そのも

の`= 不 安を与えているのだから そ の突弦11は す

本ての骸兵器に反対だ とい うこ としゃあ らません

う ?J

◆ 〔藤 (しげとう)文 夫 換 爆弱rL使 (単hj と おに生

任 したばかう)は  r身 が複離 しなから す くに桜次

析の治棟に当たうました そ tiは と きにセ0砲 点か

らの出発で rr行結謀の連続でした し かし そ の“

J4は 現 地での地道な観来 活 球 減 rtを通 してしか

できないものでした R藤 院支は ■ ,751tに旭験する

まで 横 爆者の治旗と 次 世代の広t桜所の研f究にu念

しまi

◆中FH新聞のぬi税委riである金井利 ↓氏は 「 レ桜は夜

力として知られたか 人 間的な傍としてjllられたか 」

と間ヽヽ力ヽ1チま汽

1045年秋の米1側 】1離災打耐抑 のFしたメ'明――

「ぷ子爆卸の旗射能の影押によつて死ぬ本きヤはすでに

死に絶え も はやその強存放射能による■■的 レヽ郎は

認められないJ一 一が世界に広がっていった後 概 線

から十年間 現 地の新問である中 Htt lHの印刷所にす

う 原 爆あるいは放射能と報1んだ活才 とをかつたので

曳 彼は 町 水挫被災白‖」を日本政府に作理させ

国際的にアピールすることをめぎしました。それこそ

が ・分裂しない平和趣効
Ⅲへの本―スになると考えたの

で■

◆W率 1人間の威厳についてJで は 「ひとうの取"ケ

0イ ドのある顔を恥じているJと いうギ葉で輸える一

節がありま曳 娘たちの中に 閉 じこもつて他人の‖

から泌れるのでなく  r骸 兵器の廃止を求めな迎動に

加わることで 人 畑す本ての代わりに自分たちが体験

したけ(いの態像を逆子にとり 向 分のぼしている恥あ

るいは1‖好に そ のまま武料としての価併を与えよう

とする人びとJお■ るヽとi把されていま坑  「そのように

してしか む なしく白血格で死ぬ十篇と恐怖とをなに

か意味のあるものに,|+す ることはでごないはすでは

ないか?Jと 大江は述べ さ らに 「広■を忘れ 広 杓

について枕琳する叫|‐の梅利を持つ人たちが 逆 にあ

えてそれを常ろうとし 研 究しようとしていなのであ

る」とl■りま|■

●加■に1よ ひ とうの 1年の 1血痛tiち 死の窪過が記

きitまえ

懐は 4は で被像し 20虐 で白nlhを集ホ:L 陳 撃

れ院に人院しました 屯 蘇院技` 咳 は率の子供た

ちのための“磁 険Tt」を進めていました。市年は 二

十側の人院 fFなのm` 人 間らしく生活L 社 会的

Frtた ちことを奇留しました 通 院して小きな印層会

社にHt換して出大に駒言 あ る娘と愛し合うようにな

け45約しました け れど 二 年経つて,1人院し 白 m

拐のはなの‖しみの米てにせくなりま汽 彼女は 灰

臣や布1紙的たちにす寧に札を述べた後 睡 康薬による

H農 体として発jLされました 大 江t r戦 後の子」

である彼女が 「破はした十年の迎命に夢加サしたのだ

ろうとnt蕩しまえ そして 較 ■にjt任のない幼い彼

お(■ 不尽をあ[率の使採を受け 20年 後に 「みずから

の肉体において 対 家のjftrを引まうけたのであっ

た.た とえ幼比であるにしても 彼 がその,H家の一!R

である以 に 3kユ 1家のJは'いの選択に巻=込 まざらを

1↓ないのかもしれないJ― ― r戦争Jに ついて r“

承Jと 1研人Jの 関係を行率したjぬ で丸

◆ R藤 仲■か町′〔棲政治,こ「i及した無少ない■尖がありま

抗  111堺の帥 力‖亥兵様を持つて勝ち誇るにしても

それは14いlr史のとで か れらの回の決定的な汚点に

なるであろうこと n本 に こ の汚点を絶対に|ヤ容し

ないなを持つた政治察"i現れて 核 兵器を保布せiそ

れに反対するH家としての市電をまつとうしてくl■るこ

とを希望する 」 という内容で■

そして 大 江Htt rタ ートJの 終わりに観 )ま丸
「われわれには て被爆者の向な)で あるより,ユかに

正気の人間としての生言榛″モない J

広15出身の梓田束雄I神 は こ の普作を読んだこと

があるのでしょうか。          (後 藤)
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●憲法 9条 の会つくばの活動から ◆賃同人 2023年 3月26日現在

当会では毎月第 3日 曜日に定例君名 9日 に9糾
試88 ◆ 穀を行なっています。モの他  「戦争をする国づく

つく向 と共に 毎 月3日 19条 改憲No13の 日市民ス  8月 26日 現在 1253窒

: タンディン九 を行ないまtb               大 軍拡に反対する請願署名 212筆       :

二暑が続く実清な痩でしたが 魯 名落動は経続することができました

フア9ま15苺 717よ 1,喜 W91ま ま3距 け 20は19章でした

荒牧さんの日本lJ情歌 rふるさとJな どや 日 下部さんのエレキ 八 イオリン 「アメージング グ レースJな どの幽

が流れる中でのB名 行動でした 遍 行人も立ち止まつて聴言入つてくださり 私 たちも元気をもらいながら活動しまし

た。 (阿部)

8月3日 (木) つ くば駅A3出 日付近で実施しました

騒をで人通り成 'な く 行 き交う人も母さに耐えての歩行中で ビ ラ (穴ンフ)の 受け

取りも不調でしたが 元 気に声Elけをし ス 47ンデイングを行いました  (穂 積)

今年 日 本に原撮が酸下されて,S年  例 年通り 3月 6日と,自には つ くま市内の北

単きで  「平和の領 ― 振り運動Jを 実施しました

6日は 市 内の団体 「平和の痩Jと も合流し 総 銀23名の修加書でした 近 年では血多
の人数です 範 機に上がリ ー 人1回ずつの題を捜さました その後 年金者組合のコカ
リナ 勿 レープの伴晏で 「原理 許 すましJや 「筑波山Jの合唱 日本政府に国連の 「核
率 的」^り 署名を求め 世界の原水爆の廃絶を訴えました 最 後に S東 京の斎
ほさだ0さ んに配含爆彫をしていただきました。 (長回 t8格)

サラタの会は 1955年 より 広 日 長 崎の様堰者の手8己や体擦鼓などをお僣りして 母 子の件や か けがえのない

命の大切さを 筋 臨制という形で伝え続けてきました

今年は3年ぶりに 市 内,力所 で上滅させていたたくことができました と の会喝でも熱心に聴いていただき 感 想文か

らは 命 の室さ 承 瞬 へめ 思い 原 出のな倍さ そ して平和の大切さを し っかり受け止めてくださつたように感じます

戦後73年  今 なお原爆症とたたかいttけながら 原 妊の緑ろしさを語り続けている方がいううしゃぃます 旨 さん

こほ齢となり 踏 り伝える方は少なくなつています

ウクライナ ロ シアの戦争を目の当たりにし 他 国の出来事とは思えません 世 界では い つ協戦争が起こる力判 れ

ない状況です 今 だからこそ 戦 争のご僣さ 原 嬢の恐ろし

さ 核 廃絶を訴え続けなけれ!ま と 思います

コロナ前には 市 内外の小学校や高害学校での上演の機会を

いただきました.こ れからも 若 い方をはじめ 中 学生や高校

生 多 くの方々にこの活動を知っていただけるよう 努 力を張

けます  (サ ラタの会 菊 地
~=五

)

日本原電は 椋 働後43年 を客た宅朽 東 海第二原発を 来 年

助弓[由 尊ほaす る肘画で部備を進めている

日本の原発の中で忠も危険であり 原 発から3キ0以 内に,3

万人の人口が住み 享 放が起きた時の住民連態は 計 画立景す

ら不可能と_rjれ る

その再悪出を98止するための 年 1回のいばらを大換会が 3

月26日 (上) 水 戸市内で開催された。釜わo者は600人  主 館

者 更 同人ら3人がF璃 働を止めようと断え 原 子力員料情報

奎の松久保口さんatn涼  終 了後 久 し忘りのアビール行動が

4rDr r  (長 囲)

く行動予定 ,

09楽 壊すな3の 日スタンデイング

,0/3(火 )11/3(会  親 )13!Ol～ 13130

つくば配A3出 日付近 く市民アクション主催)

〇韓争法臨止10日 行由 く市民アクション主権)

0/19(火 )i卜 00～ 1200 ,く ばヤンター広塩

10/'9(ホ )1200～ 1300 集 会とデモ 大 清求公日

09の 日■名

9/0(■ )1070(月  初  ilン0(木 〕

Iを∞～1300 つ くばアルスれ (公園閣)

①定例■を

財,7(日 )1け lS(日 )11/19(日 〉

i200～ 1300つ くばアルス前 (公田側)

018周 年のつどい打6回実行雲員会

9/16 (と)0101～ 12:00

也木奏売センター て'覇局会段を生ねる〉



轡
抑

!“ほ した市民の映像が流どれ統け 状 況は終eの ツししす

ら感じられない。

キおは こ の本の 」的をこう述べている  「 日本のr

どもたちがこの戦?を とのように感じ 党 ているのかを

搭い央め 子 どもたちの廓いを読んでもらいたい う ク

ライナ戦争を か つての日本のl11,と絆iび付けて学んで

いる子どもたちがいることを知ってもらいたい。白シア

大使敵に抗惑の手紙を言しヽている子どヽたちがいること

を加ってもらいたい。そして 子 どもたちが嬢っている

平和とはどのようなものが加ってもういたい。かれらは

すでに 平 和のための行動を始めている。 r戦 争はやめ

て |―‐ 私たちの平和旦言 (察)Jに 示どれた 子 ども

たちの純粋な正義のメiにElを悼けてみよう。J

授文を通して擦うれた心の結み 経 り 助 けを求める

訴えが 子 どもたちの 突 て言られている。
「ブーチン大統領へJ
十せんそうJと いういみを的っていますか

モれは 人 がたくさんしんでしまうということで立

そのせい【 その土地までほるびてしまいま汽

やめてね !1 (大 厳府 小 2 お まさ か おるこ)
「せんそうはとてもあヽない,
「トーン ト ーン。Jと 大どな言を立てて

せんそうが始まったとニュースで知りました。

わたしは  「せんそうが と てもこわいJと

心の中で思いました  (農 児,いて 小 3 上 山紗来)

わたしは犠争がこわい 大 嫌い と てヽこわいものな

のに な んでそんなことをするんだろう。子どヽたちの

riをどう賢け止めるかが'もわれている。

平和学習の後で科かれた市には 嘘 イをしないと決め

た日本について瀬られている。
「まくの同J

r本 は し あわせない1でよかった。

たって ほ かのⅢlはせんそうとかしてるんだもん。
rちいちゃんのかげおくり』のちいちゃんも
rはたるのはかコのせつ=も

みんな」ヽさいのに せ んそうモ多とんてしまった。

「J本は も うせったい

せんモうじやうないって き めたんた,て。

日本に生まれてよかったな。    (小 3 け い)

来 て い る。 (塩" 受 向人)

(インフォメーション,
tう意法9条の会つくば 18周 年配慮のつとい

(向封テラシ参照)

日時 123年 10月 14日 (■),3i30ヽ i6i30

会塩 :つくは国際会a48 4階 中会ヨ言406

盛会&弱 寅会 お 減 半 日まさん (防衛シャーナリスト)

,3軍転N01女 たちの会茨ほ 薄 済会 (同封チラン,勅

日時 ,23年 9月 16自 (工)13130ヽ 16!00

会場 1天久保′(―クスタジオ

出漏 前 田閉どん
r軍隊のない口をあわて

軍隊ビ命を守,す 自日長さえ技すJ

●平和のつどい年久 DV D映 宮上映と日援会

(「塩J11 2号 同筑テうシ参照)

日時

上喚

18茨

会塩

蔵寝

:23年9月18日 (月 祝 )

10,3 0 - O V O「 ぶる登戸研知所J

14:00 -  1牲 争の加音73i部藤と登戸研幻昴サ
:4久 生産学留センター大古lt宮

山日聞ど,m若 大学教授 優 張協衰員長)

『戦争はすべてを書っていく ゥクライナ撃准子どもたちの平
村山士郎 金田―清子 西榛昭男 モ遍奮](輌 日本出捜社/2023030/1600円 ■袴)

2022年 2月 24日 のロシアのウク

ライナ侵略開始から 1年 半が経過

した。猛昇の中の8月 依 然として

控日のように ロ シアからの攻事

で梅性 にな ,た ウクライナの市

民 イ ともたちの■■―スが あ

とを絶たない。瓦蝶 と化 した簡

終長には  rじ 4は やめて 1-― 私 たちの平和Ⅲ 言

(東)Jと して 子 どもたちから火められたつぶやきや

表現をまとめた 「■言Jが 掲載されている。

戦争では 韓 “】を黎んでもヽない人が職場に行って

強今を選んだ人は行かないのがひどいと思います。

私たちは戦を,や平和に対し と ても消極的たと思い

まえ ただ党ているだけの人にはなりたくない。

今まで何もしなかった分 も っと撒極的に勉較し

行動を趨こしたいと思いま丸

平和は決してよ技て守ったり 」f方で厳もとるもの

ではありません

Aの 平和じ tr界 の人々が 命 あるものが コ い

に手を取 りあい助けあって 初 めて生まれるもの

なので坑

私たちが求めているのは 戦 イ|も核兵藩もない平和

な世界です

1960年 代 ヘ トナム戦争反対の品まりは 世 界中の 8r

になった。205+ 費 全保障関近法察が強行採決されよ

うとした時 W EH国 会を取 りをく抗結運動か起ど 争 く

の市長と字生イ古 「ンールズJ お Ilどんたち 触 をll」

げて参加 した創価学会有志たち rl動 きができないほど
f4ま,た 実会李加名の波に包まれた。

「2023年  卜,本のウクライナ lt“反対運動の神けさ

は ど うしたことたるうJ と革イは fう 子 どもたちの

十実を受け止め 励 まされ と もに迎動を進める時代が


